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CLOSE UP

OMICHI ACADEMY

第67回日本病院学会
OMICHI SCRAMBLE

小児病棟で虫歯予防啓発活動を行いました
七夕会を開催しました
第19回グリーンライフ夏祭り
INFORMATION
森之宮フェスティバルに参加しました
森之宮病院 回復期リハビリテーション病棟の基本方針を改定しました

第67回日本病院学会でシンポジウムを開催
課題解決スキルを持つ現場リーダーを育て、更なる改革に取り組む



CLOSE UP

　
6
月
5
日
に
日
経
B
P
社
よ
り
社
会
医
療

法
人
大
道
会
の
著
書『
医
療
・
介
護
現
場
の
課

題
解
決
型
リ
ー
ダ
ー
育
成
メ
ソ
ッ
ド
』が
出

版
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
出
版
に
合
わ
せ
て
、7

月
20
日
・
21
日
に
神
戸
で
行
わ
れ
た「
第
67
回

日
本
病
院
学
会
」で
、「
組
織
の
課
題
解
決
ス

キ
ル
を
高
め
る
仕
組
み
」と
題
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、宮
井
副
理

事
長
と
法
人
内
の
課
題
解
決
の
講
師
で
あ
る

ト
レ
ー
ナ
ー
等
11
名
が
、ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
の
感
情
認
識
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド

ロ
ボ
ッ
ト「
P
e
p
p
e
r
」と
の
会
話
や
、

会
議
風
景
の
演
劇
、ミ
ニ
講
義
等
を
通
し
て
、

分
か
り
や
す
く
楽
し
み
な
が
ら
現
場
に
取
り

入
れ
や
す
い
よ
う
に
、課
題
解
決
型
管
理
職

の
育
成
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

課題解決スキルを持つ現場リーダーを育て、更なる改革に取り組む

第67回日本病院学会でシンポジウムを開催

　
は
じ
め
に
、宮
井
副
理
事
長
と「
P
e
p
p-

e
r
」が
、課
題
解
決
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
導

入
背
景
を
説
明
し
ま
し
た
。
大
道
会
の
め
ざ

す
姿
を
実
現
す
る
に
は
、管
理
職
の
課
題
解

決
ス
キ
ル
を
強
化
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
内
部
講
師
を
育
て
、組
織
を

丸
ご
と
鍛
え
続
け
ら
れ
る
体
制
に
す
る
必
要

が
あ
り
、そ
う
し
た
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

ん
だ
7
年
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
課
題
解
決
ス
キ
ル
を
取
り
入
れ
る
前
の

「
あ
か
ん
会
議
」と
、取
り
入
れ
た
後
の「
す
っ

き
り
会
議
」を
ト
レ
ー
ナ
ー
等
に
よ
る
白
熱

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
組
織
の
課
題
解
決
ス
キ
ル
を

　
　
高
め
る
仕
組
み
〜

し
た
演
劇
で
再
現
し
た
ほ
か
、医
療
現
場
で

よ
く
見
ら
れ
る「
議
し
て
決
せ
ず
」が
起
こ
ら

な
い
会
議
の
コ
ツ
の
解
説
や
、会
場
の
参
加

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
等
、参
加
者

に
身
近
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
こ
と
で
、会
場

は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
課
題
解
決
ス
キ
ル
強
化
ワ
ー
キ
ン
グ
の
詳

細
で
は
、ト
レ
ー
ナ
ー
養
成
前
の
準
備
や
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
体
像
、ト
レ
ー
ナ
ー
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
、

大
道
会
が「
課
題
解
決
型
」組
織
へ
の
転
換
を

め
ざ
し
て
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
仕
組
み
を
整

備
し
て
き
た
過
程
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、多
く
の
施
設
が
抱
え
て
い
る
残
業

問
題
に
対
し
、課
題
解
決
の
フ
レ
ー
ム
を

使
っ
て
考
え
て
い
く
ミ
ニ
講
義
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
モ
レ
な
く
ダ
ブ
り
な
く
問
題
の
原
因

や
解
決
策
を
分
類
す
る
M
E
C
E（
ミ
ー

シ
ー
）や
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
使
い
、課
題
で

あ
る
残
業
問
題
の
原
因
・
分
析
・
解
決
策
の
絞

Pepperと軽快に会話を交わす宮井副理事長

Live30   2017年9 -10月号 2



　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、大
道
会
が

取
り
組
ん
で
き
た
課
題
解
決
ス
キ
ル
強
化
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
た
い
と
考

え
、準
備
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア
の

実
現
に
は
、異
な
る
職
種
や
施
設
、部
門
が
協

働
連
携
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
こ
の
課
題

解
決
ス
キ
ル
は
連
携
時
の
共
通
フ
レ
ー
ム
・

共
通
言
語
と
し
て
、有
効
に
機
能
し
ま
す
。

　
今
年
5
月
よ
り
、新
た
な
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、第
2
期
ト
レ
ー

ナ
ー
養
成
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
課
題
解
決

ス
キ
ル
を
持
つ
現
場
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
、法

人
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
の
具
体
化
、
業
務
改

今
後
の
展
開

　『
医
療
・
介
護
現
場
の
課
題
解
決
型
リ
ー

ダ
ー
育
成
メ
ソ
ッ
ド
』に
は
、大
道
会
で

2
0
1
0
年
か
ら
開
始
し
た「
課
題
解
決

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」の
取
り
組
み
を
題
材
に
、

研
修
で
使
わ
れ
て
い
る
様
々
な
論
理
的
思
考

ツ
ー
ル
の
解
説
や
そ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
を
用
い

た
課
題
解
決
の
実
例
の
紹
介
等
、大
道
会
流

の
課
題
解
決
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
C
D-

R
O
M
付
き
の
約
3
0
0

ペ
ー
ジ
の
豊
富
な
情
報
量
で
、価
格
1
万

7
2
8
0
円（
税
込
）で
ご
購
入
頂
け
ま
す
。

購
入
方
法
等
の
詳
細
は
、日
経
B
P
書
店
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
多
く
の
医

療
・
介
護
関
係
者
の
皆
様
に
本
書
を
ご
活
用

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ロジックツリーを使い、残業時間の
原因を決め打ちせず全て洗い出します

■課題分析
第１階層 第2階層 第3階層

MECE

MECE

MECE

り
込
み
を
行
う
等
、課
題
解
決
の
一
連
の
流

れ
を
演
技
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
き
ま
し
た
。
実
際
に
課
題
解
決
ス

キ
ル
を
使
用
し
て
取
り
組
ん
だ
実
例
も
紹
介

さ
れ
、出
席
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

課題解決ワークショップに携わった職員と関係者
の記念写真

演技を交えながらトレーナー自ら、残業時間が
多いという課題に対して、ロジックツリーを作成

本来やるべき業務が多いから

本来やるべき以外の業務が多いから

他のスタッフより任される仕事が多いから

他のスタッフに任すことができないから

急ぎの事案が多いから

急ぎでない事案が多いから

個人に必要なスキルが身についていないから

部署内で手順やツールが整っていないから

■主な内容

プロローグ …… 「ワークライフバランス改善への挑戦」 ～看護部リーダーたちの意識変革～

第1章 …… 「気づき編」 ～なぜリーダーの育成が必要なのか～　「組織改革か？ 戦略立案か？ 求められる変革」、
「リーダー育成の焦点をどこの組織・人材に当てる？」等

第2章 …… 「現状把握編」 ～リーダーの素質とは何か～　「組織の強み・弱みを調査・把握する方法とは」、「調査結
果をどう分析する？」、「分析結果を踏まえた次なるプログラムをどう設定？」

第3章 …… 「課題解決編」 ～課題解決の能力をどう身につけるか～　「課題発見の能力をどう育成し、どのように
身につける？」、「課題分析の能力をどう育成し、どのように身につける？」、「解決策立案の能力をどう育成し、
どのように身につける？」等

第4章 …… 「発展編」 ～課題解決トレーナーの育成に取り組む～　「トレーナー養成プロジェクトをどのように
進める？」、「課題解決トレーナーをどのように育成する？」

第5章 …… 「実践編」 ～ここまで発展した大道会の組織力～　「法人の将来を見据えた『未来創造プロジェクト』の
発進」、「5年、10年先を念頭に置いた人事制度の見直しに着手」等

部署全体の
仕事量が多いから

個人の
仕事量が多いから

個人以外の
要因が多いから

個人の
要因が多いから

仕事量が
多いから

処理速度が
遅いから

部下の労働時間が
長いのはなぜか

善
に
取
り
組
む
こ
と
で
、今
後
、更
な
る
組
織

強
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

書
籍
の
紹
介
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O M I C H I
A C A D E M Y

学会開催式の様子

　
平
成
29
年
7
月
20
日
・
21
日
、
神
戸
国

際
会
議
場
及
び
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

に
て
、
第
67
回
日
本
病
院
学
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
学
会
は
、
医
療
に
携
わ

る
全
て
の
職
種
に
向
け
て
開
か
れ
て
い
ま

す
。「
医
療
人
育
成
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
テ
ー

マ
に
、
多
職
種
が
参
加
す
る
特
徴
を
生
か

し
、
人
材
育
成
を
中
心
と
し
た
医
療
界
の

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
道
会

か
ら
は
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
課
題

解
決
ス
キ
ル
強
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
演
題
は
2
日
間
に
わ
た
り
7
4
0

演
題
も
の
発
表
が
行
わ
れ
、
大
道
会
か
ら

は
22
題
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
回
は
大
道

会
の
職
員
が
行
っ
た
一
般
演
題
発
表
に
つ

い
て
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
67
回
日
本
病
院
学
会

第67回　日本病院学会　大道会演題者　演題一覧　（32名）
氏 名

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
般
演
題

所 属（申込時点） 演 題

正壽佐和子（副部長）

福井真理子（副部長）

柴田まゆみ（副部長）

舘川靖子（科長）

椎名英貴（部長）

砂古口雅子（科長）

貝塚鉄平（課長）

下里忠光（主任）

杉浦美保（課長）

藤井由記代（課長）

上野恒夫（課長）

西村はるよ（科長）

久保和樹

砂古口雅子（科長）

本山絵美（主任）

高松賢司

德山千尋

原田恵津子

菅貴子

倉橋現太

畑中有希（科長）

藤井由記代（課長）

湯川智子（科長）

金城雅子

坂本朋浩（主任）

藤田良樹（主任）

櫛引翔太

末宗梓（主任）

小野純（主任）

安田圭吾

中島弘貴

澤口靖

片上侑香

森之宮病院　看護部（看護師）

森之宮病院　看護部（看護師）

森之宮病院　看護部（看護師）

森之宮病院　看護部（看護師）

森之宮病院　リハビリテーション部（言語聴覚士）

森之宮病院　リハビリテーション部（作業療法士）

帝国ホテルクリニック　企画広報部（事務）

森之宮病院　事務部（事務）

森之宮病院　診療部　地域医療連携室（事務）

森之宮病院　診療部　医療社会事業課（MSW)

本部　管理部（事務）

森之宮病院　看護部（看護師）

森之宮病院　看護部（看護師）

森之宮病院　リハビリテーション部（作業療法士）

森之宮病院　リハビリテーション部（作業療法士）

森之宮病院　リハビリテーション部（理学療法士）

森之宮病院　画像診断部（診療放射線技師）

森之宮病院　画像診断部（臨床検査技師）

森之宮病院　診療技術部（管理栄養士）

森之宮病院　画像診断部（臨床工学技士）

森之宮病院　歯科診療部（歯科衛生士）

森之宮病院　診療部　医療社会事業課（MSW)

ボバース記念病院　看護部（看護師）

ボバース記念病院　看護部（看護師）

ボバース記念病院　リハビリテーション部（理学療法士）

ボバース記念病院　リハビリテーション部（理学療法士）

ボバース記念病院　リハビリテーション部（理学療法士）

ボバース記念病院　リハビリテーション部（作業療法士）

ボバース記念病院　リハビリテーション部（作業療法士）

森之宮クリニック　診療技術部（診療放射線技師）

グリーンライフ　事務サービス部（MSW)

在宅事業部　訪問看護ステーション東成おおみち（理学療法士）

本部　管理部（事務）

回復期リハビリテーション病棟に入職した新人看護師の看護技術到達と提供された技術教育の様相

末梢動脈疾患を有する患者に対してパンフレットを用いた啓発活動前後での足観察に対する意識調査

森之宮病院回復期リハビリテーション病棟退院後の実態アンケート調査について

病院の一般病棟における高齢患者に対する専従・専任セラピストの取り組み

リハビリモデルルームの活用で自宅退院へのイメージは深まるか～アンケートにより振り返る～

直前の水分補給による造影CT時の嘔気発生率について

当院における皮膚潅流圧測定(SPP)検査の現状と体位の違いによる数値変動

回復期リハ病棟における入院患者のAlb、BMIの変化と運動FIMの関係性について

当院における術前・術後の血液透析管理について 

当院における全身麻酔下歯科治療についての調査

地域包括ケアシステムの構築に向けた森之宮病院の取り組み

早期の初回チームカンファレンス実施による効果と課題

患者の望む在宅療養生活に寄り添うために～施設で生活する患者の事例を通して～

ボバース記念病院での通所リハビリテーションの取り組みについて～グループリハビリの導入～

目標設定等支援管理シート導入に伴うセラピスト教育への取り組み

地域に向けた介護予防教室 ～体力測定から個人に合った運動指導の提案～

FIM評価精度向上のための当院回復期病棟での取り組み

通所リハビリで目標達成し、終了を目指した取り組み

Excelを使用した故障時対応リストの作成とその効果

グリーンライフ入退所支援の課題～法人内病院との比較から～

在宅にて注入後に胃食道逆流を呈した症例～誤嚥性肺炎と褥瘡予防の為のギャッチアップ角度の設定～

森之宮病院10周年記念イベントオープンホスピタルについて 

組織の課題解決スキルを高める仕組み

～課題解決手法の共通言語化とマトリクストレーニングシステムの構築～
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回
リ
ハ
病
棟
配
属
の
新
人
看
護
師
に
お

け
る
、1
年
間
の
看
護
技
術
の
到
達
度
と

そ
の
技
術
研
修
の
実
施
状
況
よ
り
、今
後

の
教
育
課
題
を
検
討
し
た
。
経
験
す
る
機

会
の
少
な
い
看
護
技
術
は
、集
合
研
修
を

企
画
す
る
段
階
か
ら「
再
集
合
研
修
」「
集

合
研
修
か
ら
継
続
す
る
O
J
T
」等
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に

入
職
し
た
新
人
看
護
師
の
看
護
技
術
到
達

と
提
供
さ
れ
た
技
術
教
育
の
様
相

末
梢
動
脈
疾
患
を
有
す
る
患
者
に
対
し
て

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
啓
発
活
動
前
後
で

の
足
観
察
に
対
す
る
意
識
調
査

病
院
の
一
般
病
棟
に
お
け
る
高
齢
患
者
に

対
す
る
専
従
・
専
任
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
取
り
組
み

直
前
の
水
分
補
給
に
よ
る
造
影
Ｃ
Ｔ
時
の

嘔
気
発
生
率
に
つ
い
て

当
院
に
お
け
る
術
前
・
術
後
の

血
液
透
析
管
理
に
つ
い
て 

当
院
に
お
け
る
皮
膚
潅
流
圧
測
定(

Ｓ
Ｐ
Ｐ)

検
査
の
現
状
と
体
位
の
違
い
に
よ
る
数
値

変
動

回
復
期
リ
ハ
病
棟
に
お
け
る
入
院
患
者
の

A
l
b
、B
M
I
の
変
化
と
運
動
F
I
M
の

関
係
性
に
つ
い
て

リ
ハ
ビ
リ
モ
デ
ル
ル
ー
ム
の
活
用
で

自
宅
退
院
へ
の
イ
メ
ー
ジ
は
深
ま
る
か

〜
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
振
り
返
る
〜

森
之
宮
病
院
看
護
部
科
長

西
村 

は
る
よ

　
A
D
L
維
持
向
上
等
体
制
加
算
に
伴
い
、

森
之
宮
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

作
業
療
法
科
主
任

本
山 

絵
美

　
末
梢
動
脈
疾
患
患
者
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

指
導
し
、足
病
変
に
対
す
る
意
識
変
化
を

調
査
。
足
病
変
に
な
る
可
能
性
と
壊
死
し

切
断
に
な
る
可
能
性
を
説
明
。
足
観
察
が

必
要
と
答
え
た
人
は
増
加
し
、意
識
の
向

上
が
図
れ
た
。対
象
の
危
機
感
が
高
ま
り
、

意
識
の
向
上
に
繋
が
っ
た
と
考
え
る
。 

森
之
宮
病
院
看
護
部
６
階
西
病
棟

久
保 

和
樹

　
リ
ハ
ビ
リ
モ
デ
ル
ル
ー
ム
の
活
用
は
退

院
支
援
に
関
し
て
有
効
か
、実
際
に
モ
デ

ル
ル
ー
ム
を
利
用
さ
れ
た
受
診
者
に
対
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
試
み
た
。
今
回
の

検
証
で
、モ
デ
ル
ル
ー
ム
の
活
用
は
退
院

支
援
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。 

森
之
宮
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

理
学
療
法
科

高
松 

賢
司

　
S
P
P
検
査
時
に
仰
臥
位
で
の
検
査
が

困
難
な
場
合
が
あ
り
、仰
臥
位
以
外
で
の

体
位
で
の
検
査
結
果
の
影
響
及
び
変
動
と

健
常
者
の
体
位
変
動
に
よ
る
影
響
を
検
討

し
た
。
健
常
者
以
外
で
の
影
響
は
今
後
の

検
討
課
題
で
あ
る
が
、参
考
値
と
な
り
得

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

森
之
宮
病
院
画
像
診
断
部

画
像
診
断
科

原
田 

恵
津
子

　
検
査
直
前
の
飲
水
が
嘔
気
嘔
吐
発
生
率

に
影
響
す
る
か
ど
う
か
を
目
的
と
し
て
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
設
置
前
後
で
検
証

し
た
。
当
院
で
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー

設
置
前
後
で
嘔
気
嘔
吐
発
生
率
に
差
異
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て

飲
水
量
、飲
水
時
間
に
よ
っ
て
ど
う
変
化

す
る
か
検
討
す
る
。

森
之
宮
病
院
画
像
診
断
部

画
像
診
断
科

德
山  

千
尋

　
当
院
の
回
復
期
リ
ハ
病
棟
で
、栄
養
状

態
と
F
I
M
の
関
係
性
を
後
ろ
向
き
に
調

査
し
た
。
入
院
時
低
栄
養
・
低
体
重
で
あ

っ
た
患
者
が
、A
ｌ
ｂ
・
体
重
の
改
善
に

よ
っ
て
よ
り
高
い
F
I
M
利
得
に
繋
が
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
入
院
時
早
期
に
多

職
種
と
協
働
で
栄
養
介
入
を
行
う
必
要
が

あ
る
。

森
之
宮
病
院
診
療
技
術
部

栄
養
サ
ー
ビ
ス
科

菅 

貴
子

　
入
院
中
の
透
析
患
者
の
様
々
な
リ
ス
ク

森
之
宮
病
院
画
像
診
断
部

臨
床
工
学
科

倉
橋 
現
太

　
歯
科
診
療
部（
ボ
バ
ー
ス
・
森
之
宮
）で

は
2
0
0
1
年
か
ら
2
0
1
6
年
ま
で
に

障
が
い
者
を
対
象
と
し
て
全
身
麻
酔
下
歯

科
治
療
を
総
計
3
1
6
8
症
例
行
っ
て
き

た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
を
高
め
る

た
め
に
実
態
調
査
を
行
っ
た
結
果
、重
症

な
合
併
症
は
な
く
安
全
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

森
之
宮
病
院
歯
科
診
療
部
科
長

畑
中 

有
希

当
院
に
お
け
る
全
身
麻
酔
下
歯
科
治
療
に

つ
い
て
の
調
査

　
2
0
1
5
年
に
森
之
宮
地
域
で
ま
ち
づ

く
り
協
定
を
締
結
し
た
。
協
定
締
結
後
の

地
域
活
動
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
視
点

で
振
り
返
り
、向
こ
う
10
年
間
に
顕
在
化

す
る
地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、今
後
の
課

題
・
活
動
方
針
を
報
告
し
た
。

森
之
宮
病
院
診
療
部

医
療
社
会
事
業
課
課
長

藤
井 

由
記
代

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た

森
之
宮
病
院
の
取
り
組
み

一
般
病
棟
に
専
従
・
専
任
セ
ラ
ピ
ス
ト
を

５
名
配
置
。
予
防
的
介
入
を
目
的
に
、①

環
境
設
定
、②
集
団
活
動
、③
家
族
・
地
域

ス
タ
ッ
フ
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ
た
結

果
、入
院
直
後
の
転
倒
件
数
の
減
少
、日

常
生
活
機
能
の
維
持
・
向
上
が
図
ら
れ
た
。

に
対
し
て
、デ
ー
タ
解
析
し
、バ
イ
タ
ル

の
変
動
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
施
行
条

件
を
考
え
た
。
術
後
の
透
析
は
原
則
行
わ

な
い
こ
と
や
、医
師
の
指
示
を
よ
り
細
か

く
出
し
て
ル
ー
ル
化
す
る
等
、分
析
し
て

初
め
て
分
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
。

一
般
演
題
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O M I C H I  A C A D E M Y

 

　
施
設
入
居
中
の
一
人
の
患
者
と
訪
問
看

護
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
、双
方

が
理
想
と
す
る
療
養
生
活
に
大
き
な
差
異

が
み
ら
れ
た
。
患
者
の
望
む
生
活
を
看
護

師
が
憶
測
す
る
事
は
困
難
で
あ
り
、相
手

に
問
い
か
け
向
き
合
う
姿
勢
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
た
。

患
者
の
望
む
在
宅
療
養
生
活
に
寄
り
添
う

た
め
に

〜
施
設
で
生
活
す
る
患
者
の
事
例
を
通
し
て
〜

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
看
護
部

在
宅
ケ
ア
科

金
城 

雅
子

　
今
回
、「
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
で
の
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」と
い
う
題
で
、2
0
1
6
年
11

月
か
ら
通
所
リ
ハ
ビ
リ
で
取
り
組
ん
で
き

た
グ
ル
ー
プ
リ
ハ
ビ
リ
の
発
表
を
し
た
。

と
て
も
刺
激
的
で
有
意
義
な
学
会
と
な
っ

た
。

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
で
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

〜
グ
ル
ー
プ
リ
ハ
ビ
リ
の
導
入
〜

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
理
学
療
法
科
主
任

坂
本 

朋
浩

　
エ
ラ
ー
が
出
た
際
、す
ぐ
に
復
旧
す
る

も
の
か
迅
速
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

エ
ラ
ー
発
生
時
、Excel

に
よ
る
対
応
を
試

み
た
と
こ
ろ
故
障
の
程
度
が
す
ぐ
に
判
断

で
き
た
。
エ
ラ
ー
の
内
容
は
エ
ラ
ー
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
検
索
で
概
ね
把
握
で
き
、そ
の

後
の
受
検
者
の
進
行
調
整
に
役
立
っ
た
。

Excel

を
使
用
し
た
故
障
時
対
応
リ
ス
ト
の

作
成
と
そ
の
効
果

森
之
宮
ク
リ
ニ
ッ
ク
診
療
技
術
部

安
田 

圭
吾

　「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
で
目
標
達
成
し
、終

了
を
目
指
し
た
取
り
組
み
」を
発
表
し
た
。

改
め
て
利
用
者
の
目
標
達
成
の
た
め
に
、

居
宅
訪
問
と
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
、活

動
・
社
会
参
加
を
重
視
し
た
計
画
立
案
の

重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
で
目
標
達
成
し
、

終
了
を
目
指
し
た
取
り
組
み

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
作
業
療
法
科
主
任

小
野 

純

　「
目
標
設
定
等
支
援
管
理
シ
ー
ト
導
入

に
伴
う
セ
ラ
ピ
ス
ト
教
育
」を
発
表
し
た
。

教
育
を
O
J
T
と
O
F
Fｰ

J
T
の
観
点

か
ら
考
え
、対
話
に
基
づ
い
た
教
育
の
重

要
性
を
再
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
経
験
を
生
か
し
、多
角
的
な
教
育
を
考

え
て
い
き
た
い
。

目
標
設
定
等
支
援
管
理
シ
ー
ト
導
入
に

伴
う
セ
ラ
ピ
ス
ト
教
育
へ
の
取
り
組
み

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
理
学
療
法
科
主
任

藤
田 

良
樹

　
F
I
M
評
価
精
度
向
上
の
た
め
、初
日

や
毎
月
の
A
D
L
評
価
を
看
護
師
と
セ
ラ

ピ
ス
ト
で
行
い
、病
棟
と
リ
ハ
部
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
統
一
す
る
と
い
う
取
り
組
み
の

成
果
を
発
表
し
た
。
他
施
設
の
F
I
M 

評

価
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
知
る

こ
と
が
で
き
、有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

F
I
M
評
価
精
度
向
上
の
た
め
の

当
院
回
復
期
病
棟
で
の
取
り
組
み

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
作
業
療
法
科
主
任

末
宗 

梓

　
開
設
10
周
年
に
、地
域
に
当
院
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル

を
開
催
し
た
。
当
日
は
2
9
7
名
の
来
場

者
が
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
当
院
へ
の
理
解

を
深
め
た
。
ま
た
、口
コ
ミ
に
よ
る
集
客

効
果
が
最
も
高
か
っ
た
。
今
後
は
院
内
外

を
巻
き
込
ん
だ
広
報
活
動
を
促
進
し
た

い
。

森
之
宮
病
院
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
オ
ー

プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
つ
い
て 

本
部
管
理
部
人
事
課

片
上 

侑
香

　
脳
卒
中
後
遺
症
者
に
対
し
、注
入
後
の

胃
食
道
逆
流
と
褥
瘡
予
防
の
為
、ギ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
30
度
を
自
宅
で
確
実
に
行
え
る

よ
う
関
わ
っ
た
結
果
、そ
れ
ら
の
改
善
が

得
ら
れ
た
。
退
院
支
援
・
在
宅
支
援
に
お

け
る
多
職
種
に
よ
る
包
括
的
な
関
わ
り
と

情
報
共
有
の
必
要
性
を
再
認
識
し
た
。

在
宅
に
て
注
入
後
に
胃
食
道
逆
流
を
呈
し
た

症
例 

〜
誤
嚥
性
肺
炎
と
褥
瘡
予
防
の
為
の

ギ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
角
度
の
設
定
〜

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
東
成
お
お
み
ち

澤
口  

靖

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
入
退
所
支
援
の
課
題

〜
法
人
内
病
院
と
の
比
較
か
ら
〜

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
事
務
サ
ー
ビ
ス
部

地
域
課
支
援
相
談
員

中
島 

弘
貴

早
期
の
初
回
チ
ー
ム
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実
施

に
よ
る
効
果
と
課
題

　
回
リ
ハ
病
棟
に
お
い
て
ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
が
導
入
さ
れ
た
。
条
件
達
成
に
向
け
、カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
開
始
時
期
を
早
め
、在
院

日
数
や
F
I
M
の
変
化
を
検
証
し
た
。
入

院
早
期
か
ら
目
標
達
成
に
向
け
た
課
題
共

有
が
可
能
と
な
り
、今
後
も
予
後
予
測
と

ゴ
ー
ル
設
定
に
基
づ
い
た
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
看
護
部

２
階
科
長

湯
川 

智
子

第67回 日本病院学会

　
在
宅
復
帰
支
援
に
つ
い
て
、森
之
宮
病

院
と
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
の
退
院
患
者

と
、グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
の
入
退
所
を
比
較

し
、グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
の
課
題
を
検
討
し

た
。
結
果
、身
寄
り
が
な
い
等
、社
会
背
景

に
課
題
の
あ
る
方
の
受
け
入
れ
が
不
十
分

だ
と
分
か
り
、今
後
は
支
援
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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七
夕
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
７
月
19
日
、グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
で
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
で
19
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
夏
祭

り
は
、グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
で
一
番
大
き
な
行
事
で
す
。

　
当
日
は
紅
白
幕
や
提
灯
を
設
置
し
、焼
き
鳥
や
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
等
、沢
山
の
屋
台
を
用
意
し
、グ
リ
ー
ン
ラ
イ

フ
は
祭
り
一
色
で
し
た
。
そ
の
他
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
来
て
頂
い
た
東
中
浜
女
性
部
の
方
々
が
盆
踊
り
も
披

露
し
て
下
さ
り
、た
く
さ
ん
の
方
が
盆
踊
り
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
盆
踊
り
は
、夏
祭
り
ま
で
に
東
中
浜
女
性
部
の

皆
様
に
よ
る
ご
指
導
の
も
と
、練
習
を
重
ね
た
か
い
も
あ

り
、ご
利
用
者
と
も
ど
も
楽
し
く
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、多
種
多
様
の
屋
台
を
準
備
し
、地
域
の
方
々
に

も
大
変
好
評
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
の
笑
顔
や
笑
い
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
夏
祭
り
に

携
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
に
は
、無
事
に
夏

祭
り
が
終
え
ら
れ
た

こ
と
を
感
謝
し
て
い

ま
す
。
来
年
度
も
素

晴
ら
し
い
夏
祭
り
と

な
る
よ
う
企
画
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

（
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ

療
養
サ
ー
ビ
ス
部
療

養
２
科
　
村
上
剛
）

小
児
病
棟
で
虫
歯
予
防
啓
発
活
動
を

行
い
ま
し
た

第
19
回

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
夏
祭
り

大勢の方が盆踊りに参加されました

虫歯予防のお約束を子ども達としました

グリーン
ライフ

森之宮病院
ボバース
記念病院

　
7
月
19
日
、ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院

で
入
院
患
者
さ
ん
向
け
の
七
夕
会

〜
夏
の
夕
べ  

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
〜

を
開
催
し
ま
し
た
。
吉
本
興
業
所
属

の
ジ
ョ
ニ
ー
広
瀬
さ
ん
と
、そ
の
お

弟
子
さ
ん
で
あ
る
北
野
大
地
さ
ん
を

お
招
き
し
ま
し
た
。
お
二
人
は
ト
ラ

ン
プ
や
ハ
ン
カ
チ
、炎
等
を
利
用
し

た
様
々
な
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し
て
下

さ
り
、観
客
を
巻
き
込
ん
だ
シ
ョ
ー

や
ト
リ
ッ
ク
で
皆
さ
ん
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。
特
に
最
前
列
で
観

て
い
た
子
ど
も
達
は
、目
を
輝
か

せ
て
お
二
人
の
手
元
を
不
思
議
そ

う
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
多
彩
な
ト
リ
ッ
ク
や
テ
ク

ニ
ッ
ク
に
加
え
、芸
人
な
ら
で
は

の
巧
み
な
話
術
に
よ
り
、会
場
内

は
絶
え
間
な
く
笑
顔
や
歓
声
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

（
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
理
学
療
法
科
　
石

田
一
洋
）

　
6
月
26
日
、3
階
小
児
病
棟
で
森

之
宮
病
院
歯
科
診
療
部
の
歯
科
衛

生
士
と
歯
科
衛
生
士
養
成
校
の
臨

床
実
習
生
に
よ
る
虫
歯
予
防
の
劇

を
行
い
ま
し
た
。

　
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
の
人
気
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
達
と
一
緒
に
虫
歯
伯
爵
や

虫
歯
菌
を
歯
ブ
ラ
シ
で
退
治
し
、歯

磨
き
の
大
切
さ
や
、虫
歯
に
つ
い
て

学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

劇
の
最
後
に
は
、
虫
歯
予
防
の
た

め
の
約
束
を
皆
で
読
み
上
げ
、子
ど

も
達
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
返
事
で

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
今
回
の
活
動
の
よ
う
に
、

子
ど
も
達
が
楽
し
く
歯
ブ
ラ
シ
や

虫
歯
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
な
活

動
を
行
い
、虫
歯
予
防
啓
発
活
動
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
森
之
宮
病
院
歯
科
診
療
部
　
村
川

智
美
）

観客の目の前でマジックを披露する
ジョニー広瀬さん
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〒536-0023 大阪市城東区東中浜1-5-1
TEL.06（6962）9621 
FAX. 06（6963）2233

●本法人の経営理念
1．社会から信頼される病院・
　　施設づくり
2．安定した経営基盤の確立
3．職員の福祉向上と人材育成

●職員行動モットー
親切丁寧に（受診者・お客様・
ご利用者）
待たさない／よく説明する／
連携する

■社会医療法人大道会
社会医療法人大道会本部
☎06（6962）9621
森之宮病院
☎06（6969）0111
ボバース記念病院
☎06（6962）3131
森之宮クリニック（PET 画像診断センター）
☎06（6981）9600
帝国ホテルクリニック（人間ドック）
☎06（6881）4000

大道クリニック（人工透析）
☎06（6961）5151
介護老人保健施設グリーンライフ
☎06（6965）0666
訪問看護ステーションおおみち
☎06（6967）1123
訪問看護ステーション東成おおみち
☎06（6977）8680
ケアプランセンター城東おおみち
☎06（6964）5285
ケアプランセンター東成おおみち
☎06（4259）5311

東中浜ケアプランセンター
☎06（6962）3777
レンタルケアおおみち
☎06（6967）6250

特別養護老人ホームサンローズオオサカ
☎06（6974）7388
東成山水学園（保育園）
☎06（6974）7377

■社会福祉法人山水学園

Live30【ライブ・サーティー】

　5月28日、好天の下、森之宮小学校で開催され
た森之宮フェスティバルに参加しました。地域住
民が児童の育成を支援するイベントであり、当院
は、城東区・森之宮地域活動協議会と一緒にス
マートエイジングシティブースを担当しました。
外来看護師（安田科員・古上科員）による看護体験
コーナーでは、AEDや血圧測定のほか、聴診器で
互いの身体の音を聞き合う体験を通し、多くの親
子を笑顔にしていました。リハ部の原山科員がグ
ラウンドで披露した大道芸は、風船アートを手に
した大勢の子ども達に取り囲まれ大盛況でした。
裏方として、事務（下里主任・坂田課員）・施設（和

森之宮フェスティバルに参加しました

森之宮病院 回復期リハビリテーション病棟の基本方針を改定しました

ご寄付・ご寄贈を頂きました
　岡山山梅様（城東区）、大森勉様
（城東区）、井内廣樹様（桜井市）よ
りご寄付・ご寄贈を頂きました。
ありがとうございます。有意義に
活用させて頂きます。

編集後記
　猛暑の夏も終わり、過ごしやすい季節になりました。秋は美
味しいだけでなく、夏の疲労回復や冬に備えて、免疫力アップ
等が期待できる栄養豊富な旬の食材があふれています。美味し
く食べて心身ともに健康に過ごしたいと思います。
（森之宮病院事務部庶務課　葛本尚美）

田主任・花畑課員）や医療相談室のスタッフが参
加し、地域の皆さんから喜んで頂くことができ、
地域活動に従事できた喜びを感じました。
（森之宮病院診療部医療社会事業課課長　藤井由
記代）

　森之宮病院の「理念」、「基本方針」の改定に伴い、
森之宮病院回復期リハビリテーション病棟の「基
本方針」を改定しました。今後も地域包括ケアシ

ステムの構築を見据えて、在宅復帰を目指す良質
なリハビリテーションを提供できる体制づくりを
進めていきます。

■森之宮病院における回復期リハビリテーション病棟の基本方針
1. 受診される方やご家族の権利と希望を尊重します。
2. 医師、看護・介護職、セラピスト、ソーシャルワーカー等の医療チームが一体となって、リハビリテーション・ケアを提供します。
3. 客観的な評価に基づいた個別性の高いリハプログラムを提供します。
4. 退院後の生活につながる治療・ケアを行い、生活機能の向上をめざします。
5. 安全なリハビリテーション・ケア提供のため、適切な全身管理や転倒予防等に勤めます。
6. 退院後の生活を支援するため、地域の医療、介護、福祉サービスと連携し地域包括ケアシステムを構築します。
7. 各職種が高い専門技術を提供できるよう研鑚します。

2017年3月27日改訂
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